
学校番号 ２１４ 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語総合（古典） 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「国語総合 古典編」 東京書籍 

副教材等 
「必携 古典文法 準拠ノート 精選版」 明治書院 

「巻頭増補版 最新国語便覧」 浜島書店 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業で扱う教材はどれも有名な作品です。その面白さや含蓄を得て、自らの教養を深めてくださ

い。 

・内容を正しく把握するために、語彙力や文法の知識をしっかりと身に付けましょう。 

・予習として音読、本文写しや意味調べをし、復習として授業ノートをもとに内容を振り返ってく

ださい。また、授業中は「自分の頭で考える」ことが重要です。 

・成績は定期考査の点数に、提出物や授業態度などの平常点を加えて算出します。提出物は期限を

守り、考査に向けて学習計画を立ててください。 

 

２ 学習の到達目標 

・歴史的仮名遣いや古文の基礎を学び、数多くの古典作品に接することで歴史・文化・自然・人間

などに視野を広げる。 

・古典から現代を生きるための知恵や知識を学び、人生を豊かにする態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:読む能力 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力を進んで高

めるとともに、言語文化に対

する関心を深め、国語を尊重

してその向上を図ろうとす

る。 

文章を的確に読み取ったり、目

的に応じて幅広く読んだりし

て、自分の考えを深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語文化及び言

葉の特徴やきまり、漢字な

どについて理解し、知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワークシート等） 

記述の確認及び分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワークシート

等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評

価の観

点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c 

１
学
期
前
半 

古
文
入
門 

「古文学習のしるべ」 

・古文と現代文との違いを

知り、古文を読む基礎とな

る文語のきまりを理解す

る。 

 

○  ◎ ａ：古文とは何かを理解し、その学習範囲を

理解する。 

ｃ：歴史的仮名遣いについて理解している。 

 

・授業の取り

組みの観察 

・音読の観察 

・観察・小テ

スト 

（→定期テス

ト）  

 
今昔物語集「検非違使忠明」 

・検非違使忠明に起こった

出来事のおもしろさを読み

取り、当時の信仰を理解す

る。 

 

 ◎ ○ ｂ：人物の行動や場面の描写を読み取る。 

ｃ：本文を音読し、歴史的仮名遣いに慣れる。 

ｃ：当時の人々の信仰について理解する。 

ｃ：歴史的仮名遣いについて理解している。 

 

 

古
典
文
法 

「動詞の活用」   ◎ ｃ：動詞の活用を理解し、動詞の分類ができる。 ・ワークノー

ト 

・観察・小テ

スト （→定

期テスト） 

１
学
期
後
半 

古
文
入
門 

十訓抄「大江山の歌」 

・登場人物の言動と和歌の

内容を読み取る。 

・動詞の活用を理解する。 

 

 ◎ ○ ｂ：登場人物のそれぞれの行動の意味を理解

している。 

ｂ：定頼中納言の言動の内容を把握する。 

ｂ：小式部内侍のとった行動、詠んだ和歌の

内容を理解する。 

ｃ：歴史的仮名遣いに注意して、本文を音読して

いる。 

ｃ：動詞の活用を理解し、本文に出てくる動詞の

分類ができる。 

・授業の取り

組みの観察 

・音読の観察 

・小テスト   

・発表・ワー

クシート 

（→定期テス

ト） 

 

漢
文
入
門 

「訓読の基本」 

○訓読・格言 

・熟語をもとに漢文の基本

構造を理解し、慣れる。 

・白文・訓点・訓読・書き

下し文・現代語訳について

理解し、訓点を施せるよう

になる。 

・再読文字の用法・置き字

について理解する。 

・例文の内容を理解する。 

 ○ ◎ ａ：格言の内容に興味を持ち、味わおうとしてい

る。 

ｂ：熟語の内容を理解する。 

ｃ：漢文の基本的な構造について理解している。 

ｃ：白文・訓点・訓読・書き下し文・現代語訳に

ついての知識を身につけている。 

ｃ：訓点に従って漢文を正確に音読している。 



古
典
文
法 

「形容詞・形容動詞の活用」   ◎ c:形容詞・形容動詞の活用について理解し、

それらを分類できる。 

・ワークノー

ト 

・観察・小テ

スト （→定

期テスト） 

２
学
期
前
半 

物
語 

伊勢物語「芥川」 

・文章の内容や形態に応じた表

現の特色に注意して読む。 

・文語のきまりや表現の特色を

理解する。 

・話の概略を把握する。 

・和歌の解釈を踏まえ、登

場人物の状況や心情を理解

する。 

 ◎ ○ ｂ：女の高貴性（境遇の違い）と男の心情の

推移を読み取る。また、「白玉か…」の歌

に託された男の心情と歌の役割を考える。 

ｂ：平安時代の身分社会をもとに、二人の関

係を把握している。 

ｃ：歴史的仮名遣いに注意して、音読してい

る。 

 

 

・授業の取り

組みの観察 

・音読の観察 

・小テスト  

・発表・ワ

ークシート 

（→定期テ

スト） 

寓
話 

淮南子「塞翁が馬」 

・本文を訓読する。 

・反語の句法を理解する。 

・文章の内容を正しく理解

する。 

・故事成語ができた由来を

理解し興味を持つ。 

・故事成語の漢文から読み

取れる内容が現代社会にも

生  きていることを学

ぶ。 

 ◎ ◎ ｂ：「禍」「福」に対する「塞翁」と周囲の

人々との捉え方に注意して現代語訳する。 

ｃ：訓点をもとに音読し、書き下し文を書く。 

ｃ：「塞翁が馬」やその他の故事成語の意味

を理解している。 

ｃ：漢文由来の故事成語への理解を、文章を

読むことで深めている。 

和
歌 

和歌 

○万葉集・古今和歌集・新

古今和歌集 

・それぞれの和歌集の文学

史上の位置や特徴を理解

する。 

・短歌・長歌の音読に慣れ

る。 

・歌の持つ意味やそこに込

められた心情を理解す

る。 

 

 ◎ ○ ｂ：現代語訳し、歌の持つ意味を理解する。 

ｂ：それぞれに表れた心情を理解するととも

に、当時の生活や制度を学ぶ。 

ｃ：短歌・長歌のリズム、句切れ、強調され

る箇所などに注意しながら、初めに範読を

聞き、その後、各自音読する。 

ｃ：それぞれの和歌集の時代区分、主な歌人、

歌体などを、教科書の作品解説や便覧で確

認する。 



２
学
期
後
半 

日
記 

土佐日記「馬のはなむけ」 

・内容を読解し、当時の旅

の様子を読み取る。 

・冒頭の一文の意図を読み

取る。 

 

 ◎ ○ ｂ：冒頭の一文から、作者がどのような日記

を書こうとしているのかを読み取ってい

る。 

ｂ：本文に即して、当時の人々の旅の様子を

読み取っている。 

ｃ：特徴的な表現を把握し、作品の特色を理

解している。 

ｃ：文末表現に着目し、文法的に考え説明す

る。 

 

・授業の取り

組みの観察 

・音読の観察 

・小テスト  

・発表・ワ

ークシート 

（→定期テ

スト） 

 

土佐日記「羽根といふ所」 

・亡くなった女児を思う心

情を読み取る。 

 ◎ ○ ｂ：和歌を詠むに至った経緯、心情、および

和歌の内容を読み取る。 

ｃ：文末表現に着目し、文法的に考え説明す

る。 

 

思
想 

論語 

○学問を語る・人生を語

る・政治を語る 

・正確に訓読・現代語訳し、

内容を理解する。 

・孔子の学問観について理

解する。 

・孔子の人間観について理

解する。 

・孔子の理想とする政治に

ついて理解する。 

 

○ ◎ ○ ａ：『論語』や孔子の人生に関心を示し、学

習に意欲的に取り組もうとしている。 

ｂ：孔子の学問観について考えている。 

ｂ：孔子や弟子の人間観について考え、「恕」

「忠」「信」や「仁」についても調べてい

る。 

ｃ：本文を訓点に従い、正確に音読し、書き

下している。 

ｃ：脚注を参照して正確に現代語訳し、内容

を理解している。 

 

３
学
期 

随
筆Ⅰ

 

徒然草 

「丹波に出雲といふ所あ

り」 

・叙述の流れに着目し、話

の内容を把握する。 

・登場人物の心情の推移を

理解する。 

・兼好法師の興味・関心が

どこにあるかを考察す

る。 

 

 ◎ ○ ｂ：主語を確認しながら、話のあらすじをつ

かむ。 

ｂ：聖海上人の言葉の変化に沿って、その心

情を読み取る。 

ｂ：筆者が何に興味をもったのか、この話の

おもしろさは、どういうところにあるか読

み取る。 

ｃ：誰のセリフなのかを注意して、音読して

いる。 

 

・授業の取り

組みの観察 

・音読の観察 

・小テスト  

・発表・ワ

ークシート 

（→定期テ

スト） 



物
語 

伊勢物語「筒井筒」 

・話の概略を把握する。 

・和歌の解釈を踏まえ、登

場人物の心情を理解す

る。 

・古典を自分の言葉で書き

換える。 

 ◎ ○ ｂ：本文を音読した後、三つの場面に分けて、

各場面の流れを把握している。 

ｂ：三人の登場人物の心情や、「筒井筒…」

「くらべこし…」の歌に託されたそれぞれ

の気持ちを想像する。 

ｂ：本文を精読し、大和の女、高安の女の人

物像を整理する。 

ｃ：当時の結婚の仕組みを学び、現代との違

いを考える。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


